
 

 

 

 

 

 

 

 EX-TREND 武蔵の測量計算における簡単な操作例

として、[線形計算][縦断線形][横断丁張]を抜粋し、 

入門編として解説しています。 

線形計算・縦断線形・横断丁張 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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本書は、EX-TREND 武蔵 の測量計算では何をするものかと

いうことをイメージ的に知ってもらうために、簡単な操作方法

で解説しています。 
本章では、［線形計算］の解説例として、座標を入力（取り込

み）し、その座標を元に IP 法で線形を入力し、巾杭、幅員を設

定し、路線図を作成するという一連の流れを簡単なサンプル

を用いて解説しています。 
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１ ．入力例の説明 

 

本章では、下図に示す流れに従い、座標を入力（取り込み）し、その座標を元にIP法で線形を入力し、巾杭、幅員
を設定し、路線図を作成するという一連の流れを簡単なサンプルを用いて解説しています。また、必要に応じて作
成した図面を印刷する方法も解説しています。 

入力例で取り込む座標データ（SIMA）は、あらかじめ用意されているファイルを使用します。 

・ 作成したデータを保存します。 
本章では、ファイル名を付けて保存します。 

データの保存（P.30） 

・ 直接セルに入力したり、電子野帳データを取り込んだりすることができますが、

入力例ではSIMAデータから座標を取り込みます。 

・ 計算条件を設定し、線形データを入力します。 
線形入力には、IP法とエレメント法による入力が可能ですが、本書ではIP法で線形を入力します。 

・ IP法で入力した線形データを元に算出されたセンター点を確認し、センター標高を入力します。 
その後、座標を登録し、帳票を作成します。 

座標の入力（P.3） 

 

線形データの入力（P.8） 

センター点データの入力（P.13） 

・ 巾杭データを入力します。本書では、センター点毎に巾杭点を設定する方法で入力して、

訂正で追加距離や巾を訂正します。 
その後、座標を登録し、帳票を作成します。 

巾杭計算（P.20） 

・ 形状図や表を［建設CAD］上に配置する。 
必要に応じて［建設CAD］で追加修正することもできます。 

形状図・表の配置（P.26） 

・ 片勾配、拡幅を入力、帳票を作成します。 
幅員は、片勾配で設置区間における追加距離からのずれと勾配を設定し、拡幅で設置区間における

追加距離からのずれと拡幅長を設定して算出します。 

幅員計算（P.23） 

・ 作成した図面を、必要に応じてプリンター等で印刷する。 

図面の印刷（P.29） 

1 入力例の説明 
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２ ．座標の入力 

2 座標の入力 

２－１ 
 

［建設CAD］を起動する 

2 

新規に工事を作成する場合は［新規工事］をクリックし、

工事の詳細情報などを入力してください。 

詳しくは、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編」

の中の「001_はじめてみよう！インデックス.pdf」を参照 

してください。 

プログラムを起動します。本書ではWindows8.1における操作例で解説します。 

Windows7をお使いの方は、画面左下の［スタートボタン］ 

－［すべてのプログラム］－［FukuiComputerApplication］

－［EXｰTREND武蔵  2015］－［インデックス］をクリックして

起動することができます。 

1 

1 

2 

［EXｰTREND武蔵 インデックス］を

ダブルクリックします。 

既存の［サンプル工事］をダブル

クリックします。 

座標はセルに直接入力することもできますが、入力例ではSIMAデータを読み込んで入力する方法で解説します。 
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２ ．座標の入力 

 単独起動について 

EX-TREND 官公庁をお使いの方は［建設 CAD］からの単独起動となります。 

EX-TREND 武蔵をお使いの方も、インストール時の設定で単独起動することができます。 

単独起動については、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編」の中の 

「013_ナビちゃんのつぶやき（CAD）.pdf」の「02 CAD を単独起動するには？」（P.2）を 

参照してください。 

5 

4 

3 

初期状態では、CAD画面の背景色は

黒色ですが、本書では解説のため白色

に設定しています。 

3 

4 

5 

［武蔵データ］をクリックします。 

 
［建設CAD］をクリックします。 

 
［新しいデータを作成するには、 

ここをダブルクリックしてください。］

をダブルクリックします。 
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２ ．座標の入力 

［座標入力］を起動し、CAD画面から座標入力画面に切り替えます。 

座標入力の画面に切り替わります。 

2 

【ビュー画面】 

座標を入力したりするセルや

プロット画面から座標を抽出

するための［CAD登録］ボタ

ンが配置されています。 

【作業ガイド】 

主な作業順にコマンドを配列しています。 

主な作業工程順に配列されているため、作業の

抜けが少なくなります。また、メニューバーからコマ

ンドを選択する迷いがありません。 

グレーのボタンがコマンドの実行ボタンで、水色・

青色はそれらのコマンドをグループ単位で区分け

しています。（他のプログラムでは、ビュー画面が

切り替わるところもあります。）青色、水色のボタン

をクリックすると、その下層に配置されているボタン

が表示されます。 

プロット画面に対しての各種

コマンドです。表示の拡大縮

小などのコマンドが配置され

ています。 

このボタンをクリックすると、左側に配置さ

れている［作業ガイド］の表示、非表示の

切り替えができます。作業領域を広く確保

したい場合などに有効です。 

【プロット画面】 

図面や［座標入力］に登録した座標、データの入力

形状を簡易表示する画面です。また、この画面にお

いて［座標入力］に登録してある座標を抽出するこ

とが可能です。 

1 

２－２ 
 

［座標入力］を起動する 

1 

2 

［測量計算］をクリックします。 

［座標入力］をクリックします。 

55  



 

２ ．座標の入力 

［SIMA取込み］ダイアログが

表示されます。 

1 

座標を入力します。直接セルに入力したり、電子野帳データを取り込んだりすることができますが、入力例では
SIMAデータから座標を取り込みます。 

入力例で使用するSIMA（「サンプル座標2005.sim」）ファイルは、

「￥FcApp\各種資料（土木）￥武蔵￥入門編（サンプルデータ）

\5_建設CAD」フォルダーにあります。 

2 

5 

3 

4 

２－３ 
 

座標を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

作業ガイドから［取り込み］をクリ

ックします。 

［SIMA］をクリックします。 

フォルダーを選択します。 

ファイルを選択します。 

［取込み］をクリックします。 
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２ ．座標の入力 

 その他の作業ガイドのコマンドについて 

座標入力の［作業ガイド］には、入力例で解説した以外に、各種設定や帳票を作成したりするコマンドなどが配

置されています。 

必要に応じて、各コマンドを活用してください。詳細についてはヘルプを参照してください。 

 

ビュー画面の表示項目を切り

替えます。 
［座標入力］では［簡易］を選択

すると［マーク］セルが表示され

ません。 

座標を登録する場合の座標値

の不変値を設定します。登録さ

れる座標は、「上位桁＋入力値

（正負）」になります。新規座標

入力でのみ有効です。 

丸めに関する設定をおこないま

す。設定項目は各種測量計算

により異なります。 

［座標入力］では、座標値を内

部で真数（整数部6桁（マイナ

ス含まず）、小数点以下9桁）で

保持しています。 

電子野帳から座標データを取

込みます。 

取り込み形式は、APAフォーマ

ットです。 

移動、回転、2点補正、ヘルマー

トから処理方法を選択し、座標

変換します。 

CSV形式のデータから座標を

取り込みます。 

座標入力の帳票を作成し、必

要に応じて印刷します。また、E

XCEL形式のファイルとして保

存することもできます。操作方

法については、後記「センター

点データの入力」の「帳票を作

成する」と補足（P.18・19）を参

照してください。 座標データを電子野帳に書き

出します。 

書き出し形式は、APAフォーマ

ットです。 

座標データをSIMAデータに書

き出します。 

［座標入力］を終了します。 

JPGIS版のSIMAデータを取り

込みます。 

座標データをJPGIS版の 

SIMAデータに書き出します。 

座標データをCSV形式の 

データに書き出します。 
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３ ．線形データの入力 

 

 測量計算のデータ管理について 

メニューバーの［測量計算］－［測量計算

データ管理］コマンドで、各種測量計算デ

ータの複写、削除、名称変更が可能です。 

［座標入力］を終了し、［線形計算］を起動します。 

［線形計算］の起動、計算条件、線形入力を解説します。 

線形入力はIP法とエレメント法による入力が可能ですが、ここではIP法で線形を入力します。 

2 

1 

3 

4 

5 

3 線形データの入力 

３－１ 
 

［線形計算］を起動する 

1 

2 

3 

4 

5 

［閉じる］をクリックします。 

［測量計算］をクリックします。 

［線形計算］をクリックします。 

データ名称を「線形計算サンプル」と入

力します。 

［設定］をクリックします。 
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３ ．線形データの入力 

計算方法、NO杭のピッチ、丸めなどの計算条件を設定します。 

1 

3 

5 

2 

4 

３－２ 
 

線形データを入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

［IP法］オプションをクリックします。 

［路線名］ボックスに「サンプル路線」と

入力します。 

作業ガイドから［計算設定］をクリック

します。 

［設定］をクリックします。 
 

［勾配］の丸め有効桁数を「2桁」に

します。 
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３ ．線形データの入力 

線形データを入力します。 

いろいろな入力方法がありますが、ここでは［IP点名］を直接入力する方法で解説します。 

1 2 

直接［ IP点名］セルを入力する代わ

りに、［No.1］セル行上にカーソルを

置いた状態で、プロット画面の「BP」

をクリックしても同様の入力がおこな

えます。 

３－３ 
 

線形データを入力する 

1 

2 

［線形入力］をクリックします。 

IP点名を入力します。 

ここでは［No.1 ］の［ IP点名］セルに

「BP」と入力し、Enterキーを押します。 

［No.1］のセル行に「BP」の［X座標］や

［Y座標］などの情報が入力されます。 

また、［IPNo］を入力したり、プロット画面

から「BP」をクリックしたりしても同様の

入力がおこなえます。 
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３ ．線形データの入力 

3 

4 

6 

5 

直接［ IP点名］セルを入力する代わ

りに、［No.2］セル行上にカーソルを

置いた状態で、プロット画面の「IP.1」

をクリックしても同様の入力がおこな

えます。 

3 

4 

IP点名を入力します。 

ここでは［No.2］の［IP点名］セルに「IP.1」と入力し、Enterキーを押します。 

［No.2］のセル行に「IP.1」の［X座標］や［Y座標］などの情報が入力されます。また、プロット画面の「BP」と

「IP.1」の測点が結線表示されます。 

曲線タイプを入力します。 

ここでは［No.2］の［タイプ］セルをダブルクリック（カーソルを移動してF2キーでも可）して、下の図のようにド

ロップダウンリストボックスを表示させ、「クロソイド」を選択します。 

5 曲線パラメータを入力します。 

ここでは［No.2］の［A1］セルに「58」、［R1］セルに「78」、［A2］セルに「58」と入力し、Enterキーを押しま

す。 

6 同様の操作を繰り返し、下の図のように測点「IP.2」「EP」のデータを入力します。 
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３ ．線形データの入力 

 
 

 路線の SIMA データの取り込みについて 

［線形入力］－［取り込み］－［SIMA］コマンドで、路線のSIMAデータを取り込むことができます。 

1 
2 

3 

4 

5 

6 
7 

8 

1 

7 

［取り込み］－[SIMA]をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

座標も同時に取り込まれます。 

3 

4 

2 

ここでは［IP法］を選択して[OK]を 

クリックします。 

5 6 

取り込むファイル・路線を選択して

[次へ]をクリックします。 

8 ［次へ］をクリックします。 

9 

9 

10 

 

10 

［測点一覧］で開始測点を設定し

て[実行]をクリックします。 

［書き出し］－[SIMA]で 

路線データをSIMAデータに

書き出します。 
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４ ．センター点データの入力 

 再計算について 

ピッチの変更や［線形計算］－［再計算］コマンドなどで

センター点の再計算をおこなう場合、［センター点］で

入力した Z 座標や［幅員計算］で算出した拡幅・片勾

配値はクリアされますのでご注意ください。 

IP法で入力した線形データを元に算出されたセンター点を確認します。 

センター点の確認、センター標高、座標登録・帳票作成を解説します。 

IP法で入力した線形データを元にセンター点を算出し、縦断計画で算出した標高を加えて［座標入力］に座標を
登録します。また、補足としてプラス杭・垂線の足の入力を解説します。 

点名は、［計算条件］を表示した

状態における、メニューバーの

［線形計算］－［計算条件］－

［測点スタイル］コマンドを元に

設定されます。 

すべてのセルが表示されて

いない場合は、スクロールし

て確認します。 

2 

1 

点番は［計算条件］の［登録開始点番］を元に、ピッ

チは［計算条件］の［ピッチ］を元に設定されます。 

4 センター点データの入力 

４－１ 
 

センター点を確認する 

1 

2 

作業ガイドから［センター表示］をクリック

します。 

算出されたセンター点を確認します。 

1133  



 

４ ．センター点データの入力 

センターデータを取り込みます。 

3 

2 

1 

4 

5 

［線形表示］の状態で、プロット画面上で

測点を指定して入力することも可能です。 

４－２ 
 

センターデータを取り込む 

1 

2 

3 

4 

5 

［データ入力］をクリックします。 

［センター標高］をクリックします。 

［取込］をクリックします。 

 
［センター］をクリックします。 

 

［はい］をクリックします。 
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４ ．センター点データの入力 

削除の対象となるセル行を

選択します。 

縦断表示に切り替えて、不必要なセル行を削除します。 

ドラッグ操作 

1 

2 

4 

4 

4 

4 

3 

４－３ 
 

不必要なセル行を削除する 

1 

2 

3 

4 

［縦断表示］をクリックしま

す。 
プロット画面が縦断表示に

切り替わります。 

マウスの右ボタンを押して表

示されるポップアップメニュ

ーから［行削除］をクリックし

ます。 

下の図のように、他の行も

同様の操作で削除します。 
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４ ．センター点データの入力 

 ［センター標高］のデータ 
について 

［センター標高］で入力した計画データ

は、データを保持しません。［センター表

示］の［Z座標］を算出した後は、計画デ

ータは削除されますのでご注意ください。 

計画高とVCLを入力します。 

［センター表示］画面に戻り、［Z座標］に

算出したセンター標高が反映します。 

3 1 

2 

 ［Z 座標］について 

［Z座標］の入力値は、巾杭・幅員を入力後、路肩高を算出し

て線形路肩高計算書を作成する場合に必要な値です。 

線形路肩高計算書は、必要なデータを入力後、作業ガイドか

ら［巾杭計算］－［帳票作成］をクリックして表示されるダイアロ

グの［帳票］で「線形路肩高計算書」を選択して作成します。 

４－４ 
 

計画高や VCL を入力する 

1 

2 

3 

操作例では、左の図のように計

画高を変更します。 

［前点からの勾配］が自動計算

されます。 

左の図のようにVCLを入力します。 

［OK］をクリックします。 

［センター表示］画面に戻り、［Z

座標］に算出したセンター標高

が反映します。 
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４ ．センター点データの入力 

 プラス杭コマンドについて 

ピッチを指定してのプラス杭の入力例を解説します。 

 垂線の足コマンドについて 

操作例として、「座標入力」で読み込んだ測点「T-1」から垂線の足を算出します。 

作業ガイドから［センター表示］－［デー

タ入力］－［プラス杭］をクリックします。 

作業ガイドから［センター表示］－

［データ入力］－［垂線の足］をクリ

ックします。 

1 

6 

3 

4 

5 

2 

 

 

2 

1 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［結果を採用］をクリックします。 

［プラス杭計算］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

［ピッチ入力］をクリックします。 

［杭ピッチ指定］を指定してピッチ

間隔を入力します。 

プラス杭の設置区間を杭No＋距

離、あるいは、追加距離で指定しま

す。 

プロット画面上の指定も可能です。 

1 

2 ［OK］をクリックします。 

一番左側の［点名］に「T-1」を 

入力します。 
プロット画面上の指定も可能 

です。 
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４ ．センター点データの入力 

登録するセンター点のチェックボックス

をオンにしてプロットマークを設定しま

す。 

センター点の座標を［座標入力］に登録します。 

2 

1 

3 

［帳票作成］をクリックします。 

［帳票作成］ダイアログが表示さ

れます。 

帳票を作成します。 

必要に応じて、作成した帳票を印刷します。（次ページ補足参照） 

2 

1 

書式を変更することで、Z座標付きの

帳票を作成することができます。 

これらのコマンドを使用して、作成された

帳票の確認をすることができます。 

4 

4 

3 

４－５ 
 

座標を登録する 

４－６ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

4 

［座標登録］をクリックします。［座標登

録］ダイアログが表示されます。 

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

帳票に記載する内容を設定し

内容を確認します。 

［OK］をクリックします。 

［閉じる］をクリックします。 
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４ ．センター点データの入力 

 帳票の印刷について 

作成した帳票を必要に応じて印刷する方法を解説します。 

 EXCEL への出力について 

上部にある［EXCEL］ボタンをクリックすると、EXCEL が起動し帳票の内容が取り込まれています。 

EXCEL 形式のファイルにする場合は、EXCEL において保存します。 

 

1 

すべてのページを出力する場合は、［すべて］オプションをオンにします。 

また、出力するページを指定する場合は、［ページ指定］オプションをオン

にし、ボックスに印刷開始ページと終了ページを入力します。 

3 

4 

5 

2 

1 

2 

［プロパティ］の内容は、各プリンター

ドライバーを参照してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

［印刷］をクリックします。 

［プリンター名］ボックスから、出力

先のプリンターを指定します。 

［プロパティ］をクリックして出力に

関する詳細を設定します。 

［印刷範囲］グループで印刷範囲

を設定します。 

［OK］をクリックします。 
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５ ．巾杭計算 

巾杭点を設定し作成します。本書では、センター点毎に巾杭点を設定する方法で入力します。 

巾杭入力、座標登録・帳票作成を解説します。 

巾杭は、杭No＋距離、あるいは、追加距離で巾杭点を直接入力したり、設置区間内にピッチや分割数指定で巾
杭を入力したりすることが可能ですが、ここでは、センター点毎に巾杭点を設定する方法で入力して、訂正で追加
距離や巾を訂正します。 

プロット画面上で測点を指定す

ることで、［杭No］［＋距離］［追加

距離］の入力が可能です。 

1 

2 

3 

4 

6 
5 

5 巾杭計算 

５－１ 
 

巾杭点を作成する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［巾杭計算］をクリックします。 

［入力方法］をクリックします。 

［測点指定］をクリックします。 

入力、計算方法を設定します。 

巾杭の設置区間を杭No＋距離、あるい

は、追加距離で入力し、巾を設定しま

す。 

［計算］をクリックします。 

設定された巾杭点を確認し、［巾杭とし

て採用］をクリックします。 

スクロールして

確認します。 7 
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５ ．巾杭計算 

 表示項目について 

上の解説画面は、表示項目を「詳細」で表示した状態の画面です。 

［線形計算］－［表示項目］コマンドでビュー

画面の表示項目を詳細と簡易で切り替え

る事が可能です。表示項目の個別指定は

できませんが、用途に合わせて表示項目を

切り替えてご使用ください 

巾杭データを訂正します。 

 
［追加距離］を訂正すると、自動的に上図

のように［点名］が訂正されます。 

巾杭データは、5つまで設定可能です。 

［データ］で選択してから巾を設定してください。 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

3 

５－２ 
 

巾杭データを訂正する 

1 

2 

3 

巾を訂正します。（操作例では、左右の巾を訂正しています。） 

追加距離を訂正します。（操作例では、セル番号「12」「15」 「17」「20」の追加距離を訂正してい

ます。） 

巾を削除します。（操作例では、セル番号「20」～「30」の右巾杭の「巾」セルを削除しています。） 
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５ ．巾杭計算 

 
巾杭点の座標を［座標入力］に登録します。 

点番初期値は、［計算条件］の［登録開始点番］で設定した開始点番から自動

で点番を割り振ります。 

また、［計算条件］を表示した状態でメニューバーの［線形計算］－［計算条件］

－［巾杭計算条件］コマンドの設定も反映します。 

点名初期値は、［計算条件］を表示した状態でメニューバーの［線形計算］－

［計算条件］－［測点スタイル］コマンドの［巾杭］タブで設定した点名で自動で

割り振ります。 

巾杭値は、［拡幅］チェックがオンの場合、幅員計算も考慮した値となります。 

［閉じる］をクリックします。 

帳票を作成します。必要に応じて、作成した帳票の印刷やEXCEL出力をします。（前記P.19補足参照） 

2 

1 

3 

4 

2 

1 3 

５－３ 
 

座標を登録する 

５－４ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

［座標登録］をクリックして、巾

杭点を確認します。 

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

［帳票作成］をクリックします。 

記載する内容を設定・確認します。 

［［OK］をクリックします。 
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６ ．幅員計算 

設置区間における追加距離からのずれと勾配を設定します。本書では、勾配のみを設定します。 

片勾配、拡幅の入力、帳票の作成について解説します。 

幅員は、片勾配で設置区間における追加距離からのずれと勾配を設定し、拡幅で設置区間における追加距離か
らのずれと拡幅長を設定して算出します。なお、幅員計算は、前記［巾杭計算］における［拡幅を付加する］チェック
がオンの場合に、巾杭の座標登録、帳票の初期点名、座標値、図面にも反映しますのでご注意ください。 

［片勾配個別入力］ダイアログ表示中のプ

ロット画面の縦ライン（ラバーバンド）は、現

在設定している範囲を表示しています。 

1 
2 

3 

4 

勾配のテキストボックスに値を入力すると、

他の空欄のテキストボックスに、同じ勾配

の値が自動的に入力されます。 

5 

6 

6 幅員計算 

６－１ 
 

片勾配を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［幅員計算］をクリックします。 

［データ入力］をクリックします。 

［片勾配入力］をクリックします。 

左の図のように、設置区間に

おける追加距離からのずれと

勾配を設定します。 

本書では、勾配のみを設定し

ています。 

 
［OK］をクリックします。 

［はい］をクリックします。 

幅員計算画面のセルに値が

反映されます。（次ページの幅

員計算画面参照） 
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６ ．幅員計算 

設置区間における追加距離からのずれと拡幅長を設定します。本書では、拡幅長のみを設定します。 

1 

2 

 

4 

3 

６－２ 
 

拡幅を入力する 

1 

2 

3 

4 ［はい］をクリックします。 

幅員計算画面のセルに値が

反映されます。 

［OK］をクリックします。 

左の図のように、設置区間に

おける追加距離からのずれと

拡幅長を設定します。 
本書では、拡幅長のみを設定

しています。 

［拡幅入力］をクリックします。 
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６ ．幅員計算 

 
帳票を作成します。また必要に応じて、作成した帳票の印刷やEXCEL出力をします。（前記P.19補足参照）。 

2 

1 
3 

これらのコマンドを使用して、作成された

帳票の確認をすることができます。 

4 

６－３ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

4 

［帳票作成］をクリックします。 

記載する内容を設定・確認します。 

［OK］をクリックします。 

［閉じる］をクリックします。 
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７ ．形状図・表の配置 

［作図設定］を実行すると、［作図設定］ダイア

ログが表示され、作成する項目のオン・オフや

作図ペンNoなどを設定することができます。 

 座標の相違メッセージ 
について 

［座標入力］の登録座標と線形計

算の算出座標で異なる場合に表

示されます。 

本書では、巾杭計算で座標登録

をおこなった後、幅員計算のデー

タを入力すると、幅員は巾杭にも

反映するため、登録座標と異なり

表示される場合があります。［巾杭

計算］－［座標登録］で座標を登

録し直して形状図の配置をおこな

ってください。 

形状図の配置条件を設定します。本書では、形状図の回転角と原点座標を変更します。 

形状図と表の配置について解説します。 

図面を作成するコマンドは、作業ガイドの［センター表示］と［巾杭計算］に配置されています。 

本書では、［巾杭計算］に配置されている［図面作成］コマンドを使用して解説します。 

1 

2 

3 

4 

5 

［横断取込み］を実

行すると、横断丁張

データを取 り込 ん

で、横断計画を配置

できます。 

7 形状図・表の配置 

７－１ 
 

配置条件を設定する 

1 

2 

3 

4 

5 

［図面作成］をクリックします。 

［巾杭計算］をクリックします。 

［形状図配置］をクリックします。 

［配置条件］グループの［“配

置状況“を手入力］オプション

をオンにします。 

左の図のように、縮尺・回転

角・原点を設定します。 
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７ ．形状図・表の配置 

必要に応じて、CAD 画面上の編集

をおこなってください。 

編集方法の詳細については、ヘル

プを参照してください。 

形状図配置後に、引き続き CAD で

編集できるように、［作成］コマンド実

行後はすぐに CAD 画面に切り替わ

り、測量計算（［線形計算］）はデー

タを更新して終了しています。 

形状図をCAD画面に配置します。 

1 

設定した配置条件で、形状図が

CAD画面に作成配置されます。 

７－２ 
 

形状図を配置する 

1 ［作成］をクリックします。 

CAD画面に切り替わり、設定

した配置条件で、形状図が配

置されます。 
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７ ．形状図・表の配置 

 
［線形計算］プログラムで、表の作成条件を設定して、CAD画面に配置します。 

2 

1 

3 

4 

6 

5 

7 

8 

9 

10 

 11 

 12 

 

７－３ 
 

表を配置する 

10 11 12 

表の配置位置を順にクリック

します。 
 

8 

9 

作成する表のチェックボックス

をオンにして、表タイプを選択し

ます。 

［作成］をクリックします。 

5 

6 

7 

［巾杭計算］をクリックします。 

［図面作成］をクリックします。 

［表配置］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

［測量計算］をクリックします。 

［線形計算］をクリックします。 

「線形計算サンプル」を選択し

ます。 

［開く］をクリックします。 
［線形計算］画面に切り替わり

ます。 
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８ ．図面の印刷 

 

 印刷プレビューでの確認 

入力例では、直接［印刷］コマンド処理をおこないましたが、［ファイル］－［印刷プレビュー］  コマンドで

印刷イメージを確認してから印刷すると、より正確に印刷をおこなうことができます。 

プリンター名、印刷範囲、印刷部数を設定して、編集した図面を印刷します。 

必要に応じて、編集した図面データをプリンターやプロッターなどで印刷します。 

1 

3 

このボタンをクリックし

て表示されるダイアロ

グで、線種、ペン、フォ

ントなど出力に関す

る各種設定をおこな

うことができます。 

8 図面の印刷 

８－１ 
 

図面を印刷する 

1 ［ファイル］をクリックします。 

2 

3 

4 

［印刷］をクリックします。 

使用するプリンター名、印刷

範囲、印刷部数などを設定し

ます。 

［OK］をクリックします。 

2 

4 
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９ ．データの保存 

 

 自動バックアップについて 

自動バックアップの設定は、［ツール］－［オプション］コマンドを実行し［オプション］ダイアログの［バックアップ］ペ

ージでおこないます。 

［自動バックアップを行う］ 

設定した時間が経過すると、自動的にデータを保存します。このファイルの保存は［ファイル］－［名前を付けて保

存］コマンドや［ファイル］－［上書き保存］コマンドとは別物です。自動バックアップで作られるデータは

EX-TREND 武蔵が正常終了したときには残っていません。正常終了しなかった場合、次の起動時に自動バッ

クアップで保存したデータを読み込むかどうかを選択できます。選択しない場合は自動バックアップデータを削

除します。 

［データ保存時に履歴を残す］ 

同ファイル名で［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドや［上書き保存］コマンドをおこなったときに新しいファ

イルから数回前（設定値による）のファイルを保存しておきます。たとえば、「履歴の数：３個」とすると同ファイル名

の前前前回までのデータが残っています。 

 上書き保存について 

上書き保存を実行すると、前回保存

したデータに上書きされ、前回のデー

タはなくなります。 

前回のデータを残す場合は、［ファイ

ル］－［名前を付けて保存］コマンドを

使用してください。 

データを保存します。 

編集データをEX-TREND武蔵のデータとして保存します。 

編集途中であっても、こまめに保存することで、不慮の事故によってシステムダウンした場合に影響が少なくて済み
ます。各プログラムでデータを入力・変更したときは、各プログラムを終了するたびに保存することをお勧めします。 

1 

3 

4 

［建設CAD］を単独で起動した場合は、［イン

デックス］から起動した場合とデータの保存

場所が異なるので注意してください。 

9 データの保存 

９－１ 
 

データを保存する 

1 

2 

3 

4 

5 

［ファイル］をクリックします。 

［名前を付けて保存］をクリックし

ます。 

保存するフォルダー（格納先）を

設定します。 

［ファイル名］ボックスにファイル名

を入力します。 

［保存］をクリックします。 

 

2 

5 
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本書は、EX-TREND 武蔵 の測量計算では何をするものかと

いうことをイメージ的に知ってもらうために、簡単な操作方法

で解説しています。 
本章では、［縦断線形］の解説例として、［線形計算］で作成し

たデータを元に地盤高を入力して現地盤を作成し、計画を入

力して縦断図を作成するという一連の流れを簡単なサンプル

を用いて解説しています。 

縦断線形 

１．入力例の説明 ······················ 32 
２．現地盤の入力 ······················ 33 
３．計画の入力 ························· 39 
４．形状図の配置 ······················ 41 
５．図面の印刷・データの保存 ········ 43 

 



 

１ ．入力例の説明 

 

本章では、下図に示す流れに従い、［線形計算］で作成したデータを元に地盤高を入力して現地盤を作成し、計
画を入力して縦断図を作成するという一連の流れを簡単なサンプルを用いて解説しています。 

また必要に応じて、作成した図面を印刷する方法も解説しています。 

・ 線形計算データを取り込み、現地盤を入力し、帳票を作成します。 
現地盤は、SIMAデータの取り込みや、図面から数値化して作成することが可能

ですが、本書では、［線形計算］で作成したデータから測点・追加距離を取り込

み、地盤高を手入力します。 

現地盤の入力（P.33） 

 

計画の入力（P.39） 

形状図の配置（P.41） 

・ 作成した図面を、必要に応じてプリンター等で印刷する。 

図面の印刷（P.43） 

データの保存（P.43） 

・ 計画を入力して帳票を作成します。 
本書では、不要なセル行を削除してから、計画高の変更とVCLの値を入力します。 

・ 形状図を［建設CAD］上に配置する。 
必要に応じて［建設CAD］で追加修正することもできます。 

・ 作成したデータを保存します。 
本章では、上書きで保存します。 

1 入力例の説明 
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２ ．現地盤の入力 

［縦断線形］を起動します。操作例では、前記［線形計算］からの継続した作業として解説します。 

［縦断線形］の起動、線形計算データの取り込み、現地盤の入力、帳票の作成を解説します。 

現地盤は、SIMAデータの取り込みや、図面から数値化して作成することが可能ですが、本書では、［線形計算］で
作成したデータから測点・追加距離を取り込み、地盤高を手入力します。 

1 

6 

2 

3 

4 

5 

2 現地盤の入力 

２－１ 
 

［縦断線形］を起動する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［測量計算］をクリックします。 

［縦断線形］をクリックします。 

「縦断線形サンプル」と入力します。 

［設定］をクリックします。 

［座標範囲を原図にする］をオン、

［CAD範囲を原図にする］と［図面

表示］をオフにします。 

［原図］をクリックします。 
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２ ．現地盤の入力 

 プロット画面の図面表示について 

入力例では、CAD 画面に縦断図を表示せずに［縦断線形］を起動していますが、CAD 画面に縦断図を表示し

て［縦断線形］を起動した場合は下図のようになります。 

［線形計算］で作成した線形計算データを取り込みます。 

3 

2 

1 

5 

［CAD範囲を原図にする］と

［図面表示］をオンにします。 

4 

２－２ 
 

線形計算データを取り込む 

1 

2 

3 

4 

5 

［取り込み］をクリックします。 

［線形データ］をクリックします。 

「線形計算サンプル」を選択します。 

［取込み］をクリックします。 

［原図］をクリックします。［縦断線形］の

入力画面にデータが取り込まれます。 
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２ ．現地盤の入力 

 CAD 数値化コマンドについて 

CAD データを数値化して単距離、追加距離、地盤高を算出する操作例を解説します。 

CAD画面に縦断図を表示し、

［縦断線形］を起動して、作業

ガイドから［現地盤］－［取り込

み］－［CAD数値化］をクリック

します。 

6 

5 

7 

［形状表示］コマンドをクリックして

レイヤ形状の確認ができます。 

4 

3 

2 

1 

断面に応じて、入力方法を選択することができ、実務に沿った利用が可能です。 

［始終点指定］ 

①断面形状の始点と終点を指定します。 

②候補を選択して［決定］ボタンをクリックします。 

［自動追尾］ 

①路線に使用する線を指定すると、分岐点まで自動で入力されます。 

②分岐点から進行方向を指定します。 

③ポップアップメニューの［OK］ボタンをクリックします。 

［任意点指定］ 

①路線の通過点を指定していきます。 

②ポップアップメニューの［OK］ボタンをクリックします 

1 

2 

3 4 

5 

6 

7 

取り込み先の縦断成果を

指定します。 

［OK］をクリックします。 

範囲を設定します。 

［縮尺］［高さ基準］［距離

基準］が自動入力されま

す。 

路線名を指定します。 

入力モードから［始終点

指定］を選択します。 
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２ ．現地盤の入力 

 

9 

8 

10 

 
11 

 

8 9 

10 

11 

始点、終点を順にクリックし

ます。 

候補を選択します。 

［決定］をクリックします。 

［現地盤］に算出したデー

タが反映されます。 

【拡大図】 
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２ ．現地盤の入力 

現地盤のデータを入力します。ここでは、地盤高の入力をおこないます。 

1 

２－３ 
 

現地盤を入力する 

1 左の図のように

地盤高を入力

します。 
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２ ．現地盤の入力 

 

現地盤は「センター成果」以外に、「地盤

高1～5」という名称で5つまで縦断成果

を設定できます。 

帳票を作成します。 

また必要に応じて、作成した帳票の印刷やEXCEL出力をします。（前記P.19補足参照） 

作成された帳票の確認が完了したら、

［閉じる］をクリックして閉じます。 
 

これらのコマンドを使用して、作

成された帳票の確認をすること

ができます。 

2 

1 

3 

4 

5 

２－４ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

4 

5 

［帳票作成］をクリックします。 

［帳票作成］ダイアログで帳票に記載す

る内容を設定します。 

［縦断］タブをクリックし、内容を確認

します。 

［OK］をクリックします。 
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3 ．計画の入力 

作業ガイドから［計

画］をクリックします。 

［計画］画面に切り替

わります。 

計画高やVCLの値

を確認します。 

ここでは、確認のみとします。 

不要なセル行の削除方法や、計画高の変更やVCLを入力する方法については、前記P.15・16の操作を参照し
てください。 

計画を入力して帳票を作成します。 
本書では、計画を手入力する方法を解説します。 

［一括計画］－［シフト］をクリックし、シフト

量を設定することで、加算・減算の一括入

力がおこなえます。 

1 

3 計画の入力 

３－１ 
 

計画を入力する 

1 
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３ ．計画の入力 

 

計画は5つまで縦断計画を設定できます。

計画名称は［計画名称］をクリックして表

示されるダイアログで設定できます。 

帳票を作成します。 

必要に応じて、作成した帳票の印刷やEXCEL出力をします。（前記P.19 補足参照） 

2 

1 

これらのコマンドを使用して、

作成された帳票の確認をす

ることができます。 

3 

5 

4 

３－２ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

4 

5 

［帳票作成］をクリックします。 

［帳票作成］ダイアログで帳票に記載

する内容を設定します。 

［縦断］タブをクリックし、内容を確認し

ます。 

［OK］をクリックします。 

作成された帳票の確認が完了したら、

［閉じる］をクリックして閉じます。 
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４ ．形状図の配置 

配置条件を設定し、形状図をCAD画面において配置します。 

形状図の配置について解説します。 

図面を作成するコマンドは、作業ガイドの［現地盤］と［計画］に配置されています。 
本書では、［計画］に配置されている［図面作成］コマンドを使用して解説します。 

［作図設定］を実行すると、［作図設定］ダイアロ

グが表示され、作成する項目のオン、オフや作図

ペンNoなどを設定することができます。 

1 

2 

3 

4 形状図の配置 

４－１ 
 

形状図を配置する 

1 

2 

3 

［形状図配置］をクリックします。 

縮尺を設定します。 

操作例では、「縦1/100、横

1/1000」と設定します。 

［作成］をクリックします。 
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４ ．形状図の配置 

 分割配置について 

縦断図を複数ページに分割して配置する方法を解説します。 

 

【CAD マウス指定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【距離・測点名指定】 

 

作業ガイドから［分割配置］－［新

規］をクリックします。 

 

2 

1 

3 
5 

4 

1 

2 

3 

4 

1 

2 3 

4 5 

［CADマウス指定］をクリックします。 

分割区間の開始点、終了点をクリ

ックします。 

次ページに配置する分割区間の

開始点、終了点をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

［距離・測点名指定］をクリックし

ます。 

ページを確認します。 

分割区間の開始点、終了点を追

加距離で指定します。 

あるいは、［測点名指定］をクリック

して測点名を入力、選択して指定

することも可能です。 

［確定］をクリックします。 
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５ ．図面の印刷・データの保存 

 上書き保存について 

上書き保存を実行すると、前回保存したデータに上書きされ、前回のデータはなくなります。

前回のデータを残す場合は、［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドを使用してください。 

 

 印刷プレビュー 
での確認 

［ファイル］－［印刷プレ

ビュー］コマンドで印刷

イメージを確認してから

印刷すると、より正確な

印刷をおこなうことがで

きます。（P.29 参照）。 

プリンター名、印刷範囲、印刷部数を設定して、編集した図面を印刷します。 

必要に応じて、編集した図面データをプリンターやプロッターなどで印刷します。また、作成したデータを保存します。 

1 

データを上書きで保存します。［名前を付けて保存］［自動バックアップ］については前記「線形計算」－「データを保
存する」（P.30）を参照してください。 

3 

4 

1 

2 

5 図面の印刷・データの保存 

５－１ 
 

図面を印刷する 

５－２ 
 

データを保存する 

1 

2 

3 

4 

［ファイル］をクリックします。 

［印刷］をクリックします。 

使用するプリンター名、印刷範囲、印刷部

数などを設定します。 

［OK］をクリックします。 

1 

2 

［ファイル］をクリックします。 

［ファイル］－［上書き保存］を順にクリックし

ます。 

データが上書きで保存されます。 

2 
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本書は、EX-TREND 武蔵 の測量計算では何をするものかと

いうことをイメージ的に知ってもらうために、簡単な操作方法

で解説しています。 
本章では、［横断丁張］の解説例として、［縦断線形］で作成し

たデータを元に断面を作成し、レベルを用いた水準データで

断面の現地盤を作成し、計画、丁張算出点を入力して横断図

を作成するという一連の流れを簡単なサンプルを用いて解説

しています。なお、断面は 1 断面のみの解説です。 

横断丁張 
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１ ．入力例の説明 

 

本章では、下図に示す流れに従い、［縦断線形］で作成したデータを元に断面を作成し、レベルを用いた水準デー
タで断面の現地盤を作成し、計画、丁張算出点を入力して横断図を作成するという一連の流れを簡単なサンプ
ルを用いて解説しています。なお、断面は1断面のみの解説です。 

また、必要に応じて作成した図面を印刷する方法も解説しています。 

・ ［縦断線形］で作成したデータから追加距離、地盤高などを取り込み、その位置

に断面を作成します。断面の現地盤はレベルを用いたデータを元に断面形状を

作成し算出します。 
その後、帳票を作成します。 

・ 計画を入力し、舗装と寸法の訂正をおこないます。 
その後、座標を登録し、帳票を作成します。 
計画は、計画断面の形状を直接入力することできますが、本書では、標準の断面を取り込みます。 

・ 形状図を［建設CAD］上に配置する。 
必要に応じて［建設CAD］で追加修正することもできます。 

現地盤の入力（P.46） 

 

計画の入力（P.54） 

形状図の配置（P.63） 

・ 作成した図面を、必要に応じてプリンター等で印刷する。 

図面の印刷（P.65） 

・ 作成したデータを保存します。 
本章では、上書きで保存します。 

データの保存（P.66） 

・ 丁張算出点をプロット画面を使用して入力します。 
その後、座標を登録し、帳票を作成します。 

丁張計算（P.61） 

1 入力例の説明 
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２ ．現地盤の入力 

 測量計算のデータ管理について 

メニューバーの［測量計算］－［測量計算データ

管理］コマンドで、各種測量計算データの複写、

削除、名称変更が可能です。 

［横断丁張］を起動します。操作例では、前記［縦断線形］からの継続した作業として解説します。 

［横断丁張］の起動、縦断線形データの取込、断面選択、現地盤入力を解説します。 

ここでは、［縦断線形］で作成したデータから追加距離・地盤高などを取り込み、その位置に断面を作成します。断
面の現地盤はレベルを用いたデータを元に断面形状を作成し算出します。また、補足として、［CAD数値化］コマン
ドを解説します。 

1 

2 

3 

4 

2 現地盤の入力 

２－１ 
 

［横断丁張］を起動する 

1 

2 

3 

4 

［測量計算］をクリックします。 

［横断丁張］をクリックします。 

「横断丁張サンプル」と入力します。 

［設定］をクリックします。 
［横断丁張］の入力画面に切り替わ

ります。 
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２ ．現地盤の入力 

［縦断線形］で作成した縦断線形データを取り込みます。 

3 

2 

断面の切り替え操作例を解説します。 

これらのコマンドを使用して、断面

の切り替え、削除、追加などをおこ

なうことができます。 

5 

1 

1 
4 

２－２ 
 

縦断線形データを取り込む 

２－３ 
 

断面を選択する 

1 

2 

3 

4 

5 

［取り込み］をクリックします。 

［縦断データ］をクリックします。 

「縦断線形サンプル」を選択します。 

［取込み］をクリックします。 

［OK］をクリックします。［横断丁張］の入

力画面にデータが取り込まれます。 

1 

2 

3 

［選択］をクリックします。 

表示したい断面を選択します。 

ここでは、「BP」を選択してい 

ます。 

［OK］をクリックします。 

2 

3 
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２ ．現地盤の入力 

 CAD 数値化コマンドについて 

CAD データを数値化して現地盤の距離、地盤高、計画の断面形状を算出する操作例を解説します。 

CAD画面に横断図を表示し、

［横断丁張］を起動して、作業ガ

イドから［断面設定］－［取り込

み］－［CAD数値化］をクリックし

ます。 

入力モードを［始終点指定］

に切り替えます。 

6 

5 

7 

断面に応じて入力方法を選択でき、

実務に沿った利用が可能です。 

［始終点指定］ 

①断面形状の始点と終点を指定しま

す。 

②候補を選択して［決定］ボタンをクリ

ックします。 

［自動追尾］ 

①路線に使用する線を指定すると、分

岐点まで自動で入力されます。 

②分岐点から進行方向を指定します。 

③ポップアップメニューの［OK］ボタン

をクリックします。 

［任意点指定］ 

①路線の通過点を指定していきます。 

②ポップアップメニューの［OK］ボタン

をクリックします 

9 

10 

 

1 

2 

3 

4 

8 

11 

 

［形状表示］コマンドを

クリックしてレイヤ形状

の確認ができます。 1 

2 

3 4 

5 

6 

7 8 

9 

10 

11 

作成する断面を指定します。 

［OK］をクリックします。 

範囲を設定します。 

［名称］［縮尺］［高さ基準］

［距離基準］が自動入力され

ます。 

始点、終点を指定します。 

候補を選択します。 

［決定］をクリックします。 

［新規断面］をクリックします。 

4488  



 

２ ．現地盤の入力 

 

［確定］をクリックして終了し

ます。［計画］に算出したデー

タが反映されます。［計画］は

［断面形状：道路部その他］

のデータとして反映します。 

14 

 16 

 

17 

 

13 

 

12 

 

15 

 

18 

 

19 

 
20 

 

21 

 

22 

 

12 

13 

14 15 

16 

17 

18 

19 20 

21 

22 

［計画］を指定します。 

 [OK]をクリックします。 

始点、終点を指定します。 

候補を選択します。 

［決定］をクリックします。 

［はい］をクリックします。 

始点、終点を指定します。 

［はい］をクリックします。 

4499  



 

２ ．現地盤の入力 

現地盤の水準データを入力し、成果を作成します。 

1 

2 

3 

4 

断面方向は、センターを基準にBP側か

らEP側に向かって左右になります。 

5 

２－４ 
 

［横断丁張］を起動する 

 表示項目について 

［表示項目］コマンドがある場合は、［横断丁張］－［表示項目］コマンドで、ビュー画面の表示項目を詳細と簡

易で切り替えることが可能です。（解説画面は［詳細］です。） 

表示項目の個別指定はできませんが、用途に合わせて表示項目を切り替えてご使用ください。 

左断面の水準データの入力 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［現地盤］をクリックします。 

［水準入力］をクリックします。 

断面方向の確認をおこない

ます。 

測点モードを設定します。 

ここでは［No.1］の［タイプ］セル

をダブルクリック（カーソルを移

動してF2キーでも可）して、左

図のようにドロップダウンリスト

ボックスを表示させ、「レベル後

視」を選択します。 

前視・後視データを入力する

セルを選択します。 
ここでは［No.1］の［前視・後視

データ］セルをダブルクリック

（カーソルを移動してF2キーで

も可）します。 

左の図のように各設定をおこ

ないます。 

［OK］をクリックします。 

6 

7 
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２ ．現地盤の入力 

 
前ページの⑤～⑦の操作を繰り返し、次の解説図のように水準データを入力します。［観測モード］は［レベル前

視］を選択します。 

操作例の場合、Enterキーだけで順にカーソルを移動させ入力することができます。（［距離］ボックス→［前視］ボ

ックス→［OK］→入力確定→［観測モード］に［レベル前視］が入力され、［レベル観測データ］ダイアログが表示さ

れます。） 

  

 

 

 

  

5511  



 

２ ．現地盤の入力 

［右］をクリックして、断面方向を切り替えます。 
前記、左断面の水準データの入力（P.50参照）の⑤～⑦の操作を繰り返し、下の解説図のように右断面

の水準データを入力します。 

断面方向を切り替え、右断面の水準データを入力します。 

 

 

 
 

 

成果を作成します。 

［成果作成］－［個別］を順にクリックします。 

現地盤入力画面に切り替わり、成果が算出され反映します。 

2 

このコマンドで、複数

断面に入力した水準

データから、一括して

成果を作成できます。 

1 

1 

右断面の水準データの入力 

成果の作成 

1 

1 

5522  



 

２ ．現地盤の入力 

 
帳票を作成します。また、必要に応じて作成した帳票の印刷やEXCEL出力します。（前記P.19 補足参照）。 

［帳票作成］をクリックします。 

帳票に記載する内容を設定します。 
2 

4 

これらのコマンドを使用して、作成された

帳票の確認をすることができます。 

1 

3 

5 

6 

２－５ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

帳票として出力する断面を選択、内容

を確認します。 

［プリント断面選択］タブをクリックしま

す。 

［OK］をクリックします。 

作成された帳票の確認が完了したら、

［閉じる］をクリックして閉じます。 

5533  



 

３ ．計画の入力 

計画を入力します。 

ここでは、標準の断面を取り込む操作例で解説します。 

計画入力、舗装訂正、寸法訂正、座標登録、帳票作成を解説します。 

計画は、計画断面の形状を直接入力することできますが、本書では、標準の断面を取り込む操作例で解説します。 

2 

3 

4 

1 

5 

3 計画の入力 

３－１ 
 

計画を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

［計画］をクリックします。 

［取り込み］をクリックします。 

［標準断面］をクリックします。 

取り込む標準断面を選択します。 
本書では、「3 主要幹線道路（2

車線B=12m）：構造物（切土・盛

土）」を選択します。 

［読込み］をクリックします。 
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3 ．計画の入力 

 計画断面の形状について 

計画断面の形状は、標準断面を取り込む他に、各部分毎に形状を入力して設定することが可能です。 

 

【道路部について】 

  車道道路勾配（％）、車道、路肩を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分離帯部・道路部その他・法面（盛土）・法面（切土）について】 

  モード名称の組み合わせで断面形状を設定します。 

 

 

5555  



 

３ ．計画の入力 

 複数断面に計画断面を一括して入力する 

複数断面に計画断面を一括して入力する場合は、［計画一括訂正］コマンドを使用します。 

2 

1 

3 

8 

7 

4 

5 

6 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［計画］をクリックします。 

［横断丁張］をクリックします。 

［計画一括訂正］をクリックしま

す。 

［断面形状］の列をクリックします。 

［標準断面読込］をクリックします。 

標準断面を選択します。 

［読込み］をクリックします。 

［終了］をクリックします。 

5566  



 

3 ．計画の入力 

舗装の訂正例を解説します。ここでは、取り込んだ標準断面の舗装を「舗装なし」に訂正します。 

3 

2 

5 

1 

4 

6 

３－２ 
 

舗装を訂正する 

1 

2 

3 

5 

6 

4 

［舗装］をクリックします。 

［範囲指定］をクリックします。 

プロット画面において、矩形範囲の1点

目と2点目を対角にクリックします。 

［舗装なし］チェックをオンにして、他の

設定の確認をします。 

［OK］をクリックします。 

舗装部分が削除されます。 

5577  



 

３ ．計画の入力 

寸法の訂正例を解説します。ここでは、勾配寸法を追加します。 

3 

2 

4 

5 

1 

３－３ 
 

寸法を訂正する 

1 

2 

3 

4 

5 

［寸法］をクリックします。 

［勾配］をクリックします。 

プロット画面において、計画線を指定しま

す。 

［勾配を表示］チェックをオン、［モード］の

［勾配］をオンにし、他の設定の確認をして 

［OK］をクリックします。 

計画線に勾配寸法が入力されます。 

5588  



 

3 ．計画の入力 

断面のXY座標・横断方向角、計画

高をもとに登録座標を算出します。 

断面設定・計画高を確認してから、

座標を登録してください。 

計画点の座標を［座標入力］に登録します。 

2 

3 

4 

1 

３－４ 
 

座標を登録する 

2 

3 

4 

1 ［座標登録］をクリックします。 

計画点の確認をおこないます。 

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

5599  



 

３ ．計画の入力 

 
帳票を作成します。 

必要に応じて、作成した帳票の印刷やEXCEL出力をします。（前記P.19 補足参照） 

［帳票作成］をクリックします。 

作成された帳票の確認が完了したら、

［閉じる］をクリックして閉じます。 

1 

これらのコマンドを使用して、

作成された帳票の確認をす

ることができます。 

2 

4 

5 

3 

6 

３－５ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［プリント断面選択］タブをクリックしま

す。 

帳票として出力する断面を選択し、内

容を確認します。 

［OK］をクリックします。 

［帳票作成］ダイアログで帳票に記載

する内容を設定します。 

6600  



 

４ ．丁張計算 

 表示設定について 

プロット画面の解説図では、

寸法線と法長の表示を非表

示にしています。［表示設定］

コマンドの［表示設定］ダイア

ログで設定します。 

丁張算出点を入力します。 

丁張算出点の入力、座標登録、作成の操作例を解説します。 

1 

2 

3 

4 

4 丁張計算 

４－１ 
 

丁張算出点を入力する 

1 

2 

3 

4 

［丁張計算］をクリックします。 

［算出点指定］をクリックします。 

プロット画面において、算出点

をクリックします。 

垂直、水平方向の調整量を、

共に「0.5」になる位置までカー

ソルを移動させ、クリックして確

定します。 

プロット画面上では算出点にT

字型の目印が表示されます。 

また、丁張計算入力のビュー

画面のセルに算出点の情報値

が入力されます。 

目印に付く番号は［丁張計算］

のビュー画面の行番号に対応

しています。 

数値による調整は［丁張計算］

のビュー画面でおこなってくだ

さい。 
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４ ．丁張計算 

 
丁張算出点の座標を［座標入力］に登録します。 

［座標登録］をクリックします。 

1 3 

帳票を作成し、必要に応じて印刷やEXCEL出力します。（前記P.19補足参照） 

これらのコマンドを

使用して、作成され

た帳票の確認をす

ることができます。 

4 

2 

5 

6 

2 

4 

3 

5 

1 

４－２ 
 

座標を登録する 

４－３ 
 

帳票を作成する 

［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

5 

［座標登録］ダイアログで丁張

算出点の確認をおこないます。 

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［帳票作成］をクリックします。 

左の図のように記載する内容

を設定します。 

［プリント断面選択］タブをクリ

ックします。 

帳票として出力する断面を選

択し内容を確認します。 

［OK］をクリックします。 

作成された帳票の確認が完

了したら、［閉じる］をクリックし

て閉じます。 

6622  



 

５ ．形状図の配置 

配置条件を設定し、形状図をCAD画面において配置します。 

形状図の配置について解説します。 

図面を作成するコマンドは、作業ガイドの［現地盤］と［計画］に配置されています。 

本書では、［計画］に配置されている［図面作成］コマンドを使用して解説します。 

2 

［作図設定］コマンドを実行する

と、［作図設定］ダイアログが表

示され、作成する項目のオン、

オフや作図ペンNoなどを設定

することができます。 

1 

4 

6 

5 

5 形状図の配置 

５－１ 
 

形状図を配置する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［計画］をクリックします。 

［形状図配置］をクリックし

ます。 

［配置位置］をクリックします。 

下の図のように断面位置

に関する設定をおこないま

す。 

ここでは、［断面位置・順

番］において、5以外をオフ

（「5」のみオン）にします。 

［OK］をクリックします。 

［はい］をクリックします。 
3 

6633  



 

５ ．形状図の配置 

 

左の図のように、各種

図面作成に関する詳

細設定をおこないます。 

8 

7 

8 

7 

［作成］をクリックしま

す。 
CAD画面に切り替わ

り、設定した配置条件

で、形状図が配置され

ます。 
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６ ．図面の印刷 

 

 印刷プレビューでの確認 

入力例では、直接［印刷］コマンド処理をおこないましたが、［ファイル］－［印刷プレビュー］  

コマンドで印刷イメージを確認してから印刷すると、より正確な印刷をおこなうことができます。 

プリンター名、印刷範囲、印刷部数を設定して、編集した図面を印刷します。 

必要に応じて、編集した図面データをプリンターやプロッターなどで印刷します。 

1 

2 

3 

4 

このボタンをクリックして

表示されるダイアログ

で、線種、ペン、フォント

など出力に関する各種

設定をおこなうことがで

きます。 

6 図面の印刷 

６－１ 
 

図面を印刷する 

1 

2 

3 

4 

［ファイル］をクリックします。 

［印刷］をクリックします。 

使用するプリンター名、印刷

範囲、印刷部数などを設定し

ます。 

［OK］をクリックします。 
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７ ．データの保存 

 

 上書き保存について 

上書き保存を実行すると、前回保存したデータに上

書きされ、前回のデータはなくなります。 

前回のデータを残す場合は、［ファイル］－［名前を付

けて保存］コマンドを使用してください。 

データを上書きで保存します。 

［名前を付けて保存］と［自動バックアップ］については、前記「線形計算」－「データを保存する」（P.30）を参照し
てください。 

編集データをEX-TREND武蔵のデータとして保存します。 

編集途中であっても、こまめに保存することで、不慮の事故によってシステムダウンした場合に影響が少なくて済み
ます。各プログラムでデータを入力・変更したときは、各プログラムを終了するたびに保存することをお勧めします。 

1 

2 

プログラムを終了します。 

1 

2 

7 データの保存 

７－１ 
 

データを保存する 

７－２ 
 

［建設CAD］を終了する 

1 ［ファイル］をクリックします。 

2 ［上書き保存］をクリックします。 

データが上書きで保存されます。 

1 

2 

［ファイル］をクリックします。 

［アプリケーションの終了］をクリックし

ます。 

［建設CAD］ウィンドウが閉じ、プログ

ラムが終了します。 

6666  
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